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調査の目的

調査の対象、方法等

ヤングケアラーは家庭内のデリケートな問題であること、本人や家族に自覚がないといった理由
から支援が必要であっても表面化しにくいという特徴があることを踏まえ、実態調査により、本県
のヤングケアラーの傾向を把握することで、早期発見と適切な支援に向けた体制づくりを促進する

１ 対象・方法
県内すべての小学校６年生、中学校２年生、高校2年生に、アンケート調査を実施

２ 回収数
・小学6年生 9,509人（回収数4,866人、回収率51.2%）

・中学2年生 10,114人（回収数4,294人、回収率42.5%）

・高校2年生 9,552人（回収数3,114人、回収率32.6%）

３ 調査期間
令和４年６月２０日から７月２０日まで

石川県ヤングケアラーの実態に関する調査結果について
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本調査におけるヤングケアラーの定義

本調査における「ヤングケアラー」とは、「本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に
行っていることにより、子ども自身がやりたいことができないなど、子ども自身の権利が守られていないと思わ
れる子ども」をいう 。
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いる

8.0%

いない

89.5%

答えたくない

2.5%

いる

3.2%

いない

94.4%

答えたくない

2.4%

(n=4,866） (n=4,294） (n=3,114）

調査結果①

〇小中高生に対し、世話をしている家族の有無について質問。

〇世話をしている家族が「いる」と回答したのは、小学６年生で8.0%、中学２年生で5.0%、高校２年生で3.2%。

小学６年生 中学２年生 高校２年生

いる

5.0%

いない

92.9%

答えたくない

2.1%
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調査結果②

〇世話をしている家族が「いる」と回答した小中高生に、世話を必要としている家族について質問（複数回答）。

〇いずれの層でも「兄弟・姉妹」が最も多く、次いで「父母」が多い。

43.8%

18.7%

47.9%

30.4%

20.6%

50.0%

32.3%

22.2%

39.4%

0% 20% 40% 60%

父母

祖父母

兄弟・姉妹

小学６年生 中学２年生 高校２年生

(n=390） (n=214） (n=99）
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調査結果③

〇世話を必要としている家族として「父母」と回答した小中高生に、父母の状況を質問（複数回答）。

〇中学２年生では「高齢」が最も多く、高校２年生では「高齢」「身体障がい」「要介護」が多い。

5.8%

4.7%

1.8%

0.6%

0.6%

26.2%

4.6%

3.1%

7.7%

3.1%

18.8%

15.6%

18.8%

6.3%

6.3%

0% 20% 40%

高齢

（65歳以上）

要介護

身体障がい

精神疾患、依存症

（疑い含む）

精神疾患・依存症

以外の病気

小学６年生 中学２年生 高校２年生
(n=171） (n=65） (n=32）
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調査結果④

〇世話を必要としている家族として「父母」と回答した小中高生に、世話の内容について質問（複数回答）。

〇いずれの層においても、「家事」が最も多い。

41.5%

5.8%

19.9%

19.3%

1.8%

56.9%

4.6%

29.2%

7.7%

0.0%

53.1%

3.1%

21.9%

12.5%

0.0%

0% 20% 40% 60%

家事

身体的な介護

外出の付き添い

感情面のサポート

通訳

小学６年生 中学２年生 高校２年生
(n=171） (n=65） (n=32）

（愚痴を聞く、話し
相手になるなど）
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調査結果⑤

〇世話を必要としている家族として「祖父母」と回答した小中高生に、祖父母の状況を質問（複数回答）。

〇いずれの層でも「高齢」が最も多い。

35.6%

6.8%

2.7%

4.1%

2.7%

2.7%

72.7%

4.5%

6.8%

4.5%

4.5%

2.3%

81.8%

18.2%

27.3%

22.7%

4.5%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢

（65歳以上）

要介護

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患、依存症

（疑い含む）

小学６年生 中学２年生 高校２年生
(n=73） (n=44） (n=22）
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調査結果⑥

〇世話を必要としている家族として「祖父母」と回答した小中高生に、世話の内容について質問（複数回答）。

〇いずれの層でも「家事」が最も多い。

39.7%

6.8%

17.8%

20.5%

17.8%

47.7%

4.5%

29.5%

15.9%

29.5%

54.5%

18.2%

18.2%

13.6%

40.9%

0% 20% 40% 60%

家事

身体的な介護

外出の付き添い

感情面のサポート

見守り

小学６年生 中学２年生 高校２年生
(n=73） (n=44） (n=22）

（食事の準備や掃除、洗濯）
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調査結果⑦

〇世話を必要としている家族として「兄弟・姉妹」と回答した小中高生に、兄弟・姉妹の状況を質問（複数回答）。

〇いずれの層でも「幼い」が最も多い。次いで「知的障がい」が１～２割程度。

58.3%

1.6%

1.6%

1.1%

0.0%

69.2%

2.8%

9.3%

1.9%

0.9%

59.0%

2.6%

20.5%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

幼い

身体障がい

知的障がい

精神疾患、依存症

（疑い含む）

精神疾患・依存症

以外の病気

小学６年生 中学２年生 高校２年生
(n=187） (n=107） (n=39）
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調査結果⑧

〇世話を必要としている家族として「兄弟・姉妹」と回答した小中高生に、世話の内容について質問（複数回答）。

〇いずれの層でも「見守り」が最も多い。

34.8%

26.7%

20.3%

25.7%

42.8%

39.3%

32.7%

26.2%

7.5%

56.1%

35.9%

35.9%

20.5%

17.9%

56.4%

0% 20% 40% 60%

家事

兄弟・姉妹の世話や

保育所等への送迎

など

外出の付き添い

感情面のサポート

見守り

小学６年生 中学２年生 高校２年生
(n=187） (n=107） (n=39）
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調査結果⑨

〇世話をしている家族が「いる」と回答した小中高生に、その頻度について質問。

〇いずれの層でも「ほぼ毎日」が最も多い。

ほぼ毎日 週に３～５日 週に１～２日 １ヶ月に数日 その他・無回答

小学６年生 中学２年生 高校２年生

33.3%

16.2%17.4%

7.9%

22.1%
32.7%

16.4%18.2%

9.3%

23.4%

35.4%

20.2%
14.1%

12.1%

18.2%

(n=390） (n=214） (n=99）
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調査結果⑩

小学６年生

中学２年生

高校２年生

〇世話をしている家族が「いる」と回答した小中高生に、世話をしている家族ごとに頻度を質問。

〇兄弟・姉妹については、「ほぼ毎日」世話をしている割合が最も高く半数近くを占めている。

ほぼ毎日 週に３～５日 週に１～２日 １ヶ月に数日 その他・無回答

21.1

20.5

48.1

15.8

16.4

20.3

18.1

23.3

16.0

10.5

12.3

5.9

34.5

27.4

9.7

父母

祖父母

兄弟・姉妹

16.9

20.5

43.0

20.0

22.7

18.7

20.0

22.7

22.4

12.3

13.6

3.7

30.8

20.4

12.2

父母

祖父母

兄弟・姉妹

31.3

36.4

48.7

18.8

22.7

23.1

18.8

13.6

12.8

12.5

22.7

10.3

18.8

4.5

5.1

父母

祖父母

兄弟・姉妹

(n=390）

(n=214）

(n=99）
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調査結果⑪

〇世話をしている家族が「いる」と回答した小中高生に、平日１日あたり世話に費やす時間について質問。

〇いずれの層でも「１時間程度」が最も多く４割強を占めている。「７時間以上」世話に費やしているのが3～6%
存在する。

小学６年生 中学２年生 高校２年生

１時間程度 ２時間程度 ３～６時間 ７時間以上 無回答

40.3%

13.1%
13.6%

6.9%

26.2%

43.0%

17.3%

13.1%

3.3%

23.4%

43.4%

14.1%

16.2%

3.0%

23.2%

(n=390） (n=214） (n=99）
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調査結果⑫

〇世話をしている家族が「いる」と回答した小中高生に、世話をしている家族ごとに、平日１日あたり世話に費や
す時間について質問。

〇兄弟・姉妹については「１～２時間」で６割前後を占めている。「３時間以上」の割合が他と比べ高い。

小学６年生

中学２年生

高校２年生

38.6

42.5

43.3

9.4

11.0

17.6

11.1

15.1

17.1

4.7

6.8

9.6

36.3

24.7

12.3

父母

祖父母

兄弟・姉妹

１時間程度 ２時間程度 ３～６時間 ７時間以上 無回答

47.7

45.5

41.1

15.4

18.2

22.4

4.6

11.4

20.6

3.1

2.3

3.7

29.2

22.7

12.1

父母

祖父母

兄弟・姉妹

46.9

59.1

46.2

12.5

13.6

15.4

18.8

13.6

23.1

3.1

4.5

2.6

18.8

9.1

12.8

父母

祖父母

兄弟・姉妹

(n=390）

(n=214）

(n=99）



15

調査結果⑬

〇世話をしている家族が「いる」と回答した小中高生に、世話をしているために、やりたいけれどできていないことに
ついて質問（複数回答）。

〇いずれの層でも「特にない」が６割前後と最も多いが、それ以外では「自分の時間が取れない」「宿題をする時間や
勉強する時間が取れない」「睡眠が十分に取れない」が多い。

※小学６年生では聴取していない

(n=187） (n=107） (n=39）

3.1%

5.4%

6.4%

4.9%

0.0%

11.0%

56.9%

0.9%

7.9%

5.1%

4.7%

0.5%

8.4%

68.7%

3.0%

11.1%

11.1%

5.1%

5.1%

12.1%

54.5%

0% 20% 40% 60% 80%

学校に行きたくてもいけない

宿題をする時間や

勉強する時間が取れない

睡眠が十分に取れない

友人と遊ぶことができない

進路の変更を考えざるを得ない、

もしくは進路を変更した

自分の時間が取れない

特にない

小学６年生 中学２年生 高校２年生

※
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調査結果⑭

〇世話をしている家族が「いる」と回答した小中高生に、世話について相談した経験の有無について質問。

〇いずれの層でも、相談した経験が「ある」が２割前後、「ない」が７割前後。

小学６年生 中学２年生 高校２年生

40.3%

13.1%
13.6%

6.9%

26.2%

13.1%

3.3%

23.4%

43.4%

ある

21.5%

ない

63.9%

答えたくない

14.6%

ある

17.3%

ない

73.4%

答えたくない

9.3%

ある

19.2%

ない

71.7%

答えたくない

9.1%

(n=390） (n=214） (n=99）
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調査結果⑮

〇世話について相談した経験が「ある」と回答した小中高生に、相談相手について質問（複数回答）。

〇「家族（父母、祖父母、兄弟姉妹）」が最も多く、次いで「友達」が多い。

〇「学校の先生（保健室の先生以外）」も２割前後あった。

75.0%

38.1%

14.3%

1.2%

2.4%

0.0%

83.8%

54.1%

27.0%

8.1%

0.0%

2.7%

52.6%

52.6%

15.8%

5.3%

0.0%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族（父母、祖父母、兄弟姉妹）

友達

学校の先生（保健室の先生以外）

スクールソーシャルワーカー

、カウンセラー

近所の人

ＳＮＳ上での知り合い

小学６年生 中学２年生 高校２年生
(n=84） (n=37） (n=19）



18

41.4%

0.0%

8.4%

4.4%

4.4%

0.0%

12.9%

55.4%

8.9%

4.5%

3.2%

3.8%

1.3%

8.9%

60.6%

7.0%

2.8%

1.4%

0.0%

7.0%

9.9%

0% 20% 40% 60% 80%

誰かに相談するほど

の悩みではないから

家族以外の人に相談

するような悩みではない

誰に相談するのがよいかわからない

相談できる人が身近にいない

家族のことのため話しにくい

家族に対して偏見を持たれたくない

相談しても状況が

変わるとは思わない

小学６年生 中学２年生 高校２年生

調査結果⑯

〇世話について相談した経験が「ない」と回答した小中高生に、その理由について質問（複数回答）。

〇「誰かに相談するほどの悩みではない」が最も多く、次いで「相談しても状況が変わるとは思わない」。

※

※

(n=249） (n=157） (n=71）
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調査結果⑰

〇世話をしている家族が「いる」と回答した小中高生に、学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援について
質問（複数回答）。

〇いずれの層でも「特にない」が５割強と最も多い。それ以外では「学校の勉強や受験勉強など学習のサポート」
「自分のいまの状況について話を聞いてほしい」「自由に使える時間がほしい」が多くあがっている。

11.4%

11.7%

0.0%

11.4%

3.3%

55.6%

8.4%

7.0%

9.3%

12.1%

2.8%

61.7%

9.1%

4.0%

4.0%

7.1%

7.1%

51.5%

0% 20% 40% 60% 80%

自分のいまの状況につ

いて話を聞いてほしい

自由に使える時間がほしい

進路や就職など将来

の相談にのってほしい

学校の勉強や受験勉強

など学習のサポート

家庭への経済的な支援

特にない

小学６年生 中学２年生 高校２年生

※

(n=187） (n=107） (n=39）
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調査結果⑱

中学２年生 高校２年生

〇中高生に対し、自分がヤングケアラーにあてはまると思うかについて質問。

〇「あてはまる」とした生徒は、中学２年生1.6%、高校２年生1.4%。「わからない」は１割弱。

あてはまる

あてはまらない

わからない

無回答

(n=4,294）

89.3%

1.6%

8.5%

0.6%

(n=3,114）

あてはまる

あてはまらない

わからない

無回答

1.4%

88.8%

9.2%

0.6%

あてはまる あてはまらない わからない 無回答

※小学６年生では聴取していない
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調査結果⑲

〇中高生に対し、ヤングケアラーの認知度について質問。

〇「内容も知っている」「聞いたことはあるがよく知らない」を合わせ、中学２年生37.9%、高校２年生49.6%。
「聞いたことはない」は５～６割。

(n=4,294）

聞いたことがあり、

内容も知っている

聞いたことはあるが、

よく知らない

聞いたことはない

答えたくない

19.5%

18.4%61.4%

0.6%

(n=3,114）

聞いたことがあり、

内容も知っている

聞いたことはあるが、

よく知らない

聞いたことはない

答えたくない

27.3%

22.3%

49.4%

1.1%

中学２年生 高校２年生

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない 聞いたことはない 答えたくない

※小学６年生では聴取していない


